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ホームページ、リニューアル公開 
     「川崎市育成会手をむすぶ親の会」で、検索してください。 

 

 

  育成会 かわさき 
                 知的障害者親の会 会報 №212 
                                 ２０２４．５．１ 

 
 

全国手をつなぐ育成会連合会のこれから ～寄稿～    

        

               全国手をつなぐ育成会連合会 

                 会 長  佐々木 桃子 

            

 川崎市育成会手をむすぶ親の会の皆様、こんにちは。 

 昨年６月の全育連理事会において、１０年にわたり会長を務められ

た久保前会長に代わり会長に就任いたしました。どうぞ、よろしくお

願いいたします。 

 新型コロナウイルス感染症の影響もあり、残念ながら、全国どこの

地域でも育成会の会員減少が続いています。 

育成会は、知的障害当事者の唯一の全国組織であります。ですから、国も都道府県も市

区町村も育成会を信頼してくださり、法律や制度、仕組みを作る時、改正する時、それぞ

れの育成会に意見を求めてきています。また、逆にこちらから意見を申し上げ、取り上げ

てくださることもあります。それは今も昔も変わらず、少しでもわが子たちが人としての

権利が護られ、その人らしく、当たり前に暮らすことのできる社会になるようにといった

思いで、意見を申し上げているわけです。 

しかし、若い世代の方から見れば、何だか固い難しい、年配の人たちの組織と思われて

いるようです。 

最近、若い会員さんが増えている会の取り組みを聞いてみると、皆さん働いている方が

増えたので、LINEなどを利用して、子どもが寝た後、お茶飲み会やおしゃべり会をしてい

るとか、研修などは平日の昼間だと参加できないので、後日ユーチューブ配信して視聴し

てもらっているなどということです。    

昨年、全育連では障害基礎年金の DVD を作成しました。今後も、若い世代が必要として

いる勉強会ができるような取り組みを検討していきたいと考えています。 
 

育成会は、養護学校教育義務制、必要な福祉サービス、障害基礎年金や各種手当、様々

な割引サービスなどを実現してきました。しかし、社会の変化に合わせ活動方法も変えて

いかなければなりません。一人では何もできません。わが子たちが安心して暮らすことの

できる社会を目指してともに活動していきましょう。 
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『川崎市育成会手をむすぶ親の会 第１２回総会』のお知らせ 
 

  総会は代議員制で開催します。支部選出の代議員以外で代議員に応募される方は 

 ５月１０日（金）までに各支部長までお申し込みください。 

【日 時】           【議 事】 

 令和６年５月２７日（月）    １．令和５年度事業活動報告（案） 

  １０時３０分～１２時００分  ２．令和５年度決算報告（案）・会計監査報（案） 

【場 所】            ３．会則改正（案） 

てくのかわさき２階てくのホール ４．令和６年度事業活動計画（案） 

                 ５．令和６年度予算（案） 

「川崎市への令和６年度施策要望」回答について       副会長  加藤 敦子 
  

昨年８月に当会から川崎市へ提出した「令和６年度施策要望」

について、３月２５日（月）に回答を受け取りました。川崎市から

は障害健康福祉部長や担当部署の課長など数人、当会からは三役

が出席しました。 
 

サービス従事者の確保と人材育成について、専門職にも家賃補

助を３年間上限３万円の制度を設け、現在も受付をしているとのことです。 

また、住まいの整備に関して、グループホーム 100 床増は今後も継続、日中サービス支

援型は現在市内４カ所、来年度も数カ所できる予定があり、重度障害者の住まいへの対応

は引き続き検討していくそうです。 

多摩区と幸区にいまだ地域生活支援拠点施設がないことについて、両区とも広い土地が

確保できないが、多摩区に関しては、今後「なしの実」の跡地が検討されるかもしれない

という話でした。 
 

今回、要望内容とは別にいくつかの質問事項について話をしました。 

「国の指針で相談支援事業は福祉事業ではないので、受託者は１０％の納税が必要となり、

事業所のサービス内容に影響が出てきてしまう」という説明を一部の保護者が子どもの通

所先から聞いて不安になっていると伝えました。市からは「１０％の負担増分は市が負担

しているので、事業者が受け取る金額は減っていない」と説明がありました。 

また「国の報酬体系が変わったため、報酬が減って施設運営に影響が出てしまい、送迎

や利用時間など利用者にも負担が増えるかもしれない」という説明を受けた保護者もいる

ことについては、「現在障害者福祉では１日単位の報酬体系だが、それが介護報酬と同じく

時間単位に変わる。今後は１時間刻みの報酬に変わるので、施設によっては運営に影響が

出るところもあるかもしれない」という話でした。ただ、延長加算が７時間以上で報酬ア

ップするので、夕方の預かりニーズに事業所が対応していける可能性も出てくるのではな

いかということでした。 
 

 先日の当会研修会で説明があった「地域連携ネットワーク」は、川崎市社会福祉協議会

を中心に令和３年から開始しているとのこと。今後の成年後見制度改定も踏まえて、当会

でも注視していく必要があると思います。 

その他、コロナウイルス予防接種の助成をお願いしました。 
 

要望は継続審議事項が多く、要望も回答も毎年大きな変化はありません。しかし、少しず

つですが良い方向に進んでいると感じます。また、今回の話し合いで、保護者が事業者か

ら聞く話と市側の説明に大きなズレがあることに正直驚きました。障害児者のより良い未来

のためにも、川崎市との意見交換の場を継続してくことの大切さを実感しました。 
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２０２３年度育成会フォーラム             会計  梅田 順子 

育成会フォーラムが３月下旬から、会員限定で動画配信されました。今回は法改正と報

酬改定を中心にお話がありました。 
 

【法改正・報酬改定のポイント解説】 

全国手をつなぐ育成会連合会常務理事兼事務局長  又村 あおい 氏 

 児童福祉法・障害者総合支援法の改正では、グループホームの内容

拡充や虐待防止、身体拘束適正化の徹底、意思決定支援の適用などが

盛り込まれている。行動障害関連や医療的ケア児者への報酬が手厚く

なっている。 

【パネルディスカッション】 

 障害者総合支援法・児童福祉法改正と 

報酬改定を踏まえた今後の知的障害者福祉のあり方 

進 行  又村 あおい 氏  （前掲） 

 登壇者  野澤 和弘 氏   植草学園大学 副学長 

 高木 誠一 氏   全国手をつなぐ育成会連合会政策センター委員長    

      片桐 公彦 氏    全国手をつなぐ育成会連合会策センター専門委員  

・（福）みんなでいきる理事  

佐々木 桃子 氏  全国手をつなぐ育成会連合会 会長 
 

野澤氏：入所施設への加算配分が多い。その分地域移行への意思確認   

をきちんとするべきである。地域に出てプライバシーのある生活がで

きるようになることが当たり前になると良いと思う。報酬改定は全体

的にバランスを取っているのかもしれないが、サービスの質の評価を

するような体制を作ってほしい。 
 

片桐氏：方向性は良いかもしれないが、数字で見ると偏りがある。財

務省から厚労省に予算への圧力がかかっているようである。生活介護

では制度は拡充したが、みんなが幸せな感じにはなっておらず、職員

の事務仕事が増えて余裕がない支援になっている。事業所がコンセプ

トをしっかりとしていく必要がある。 
 

高木氏：「入所施設から地域へ」と言っているのに、重度の人が入る

グループホームが足りていない。人材が集まらない理由として、福祉

の哲学が希薄になっていると思う。虐待研修をする前に人権について

学ぶべきである。今福祉が必要としているのは制度ではなく「人」で

ある。 
 

佐々木氏：全体の予算は限られているので、どこかが増えればどこか

が減らされるのが現実。職員のモチベーションが上がるような施設で

の生活を考えなければならないし、現場を見て報酬改定をしてほしか

った。意思決定支援では、たとえ当事者が重度であっても親の意識を

変える必要があると思う。 
 

最後に：行動障害への対応には加算や人材育成が必要。行動をやめさせるのではなく、見

守ることで本人が幸せであると感じることが重要。支援は文化であり、文化はお金ではな

いという世の中になってほしい。 

報酬改定は原点に戻って、本当に頑張って障害者福祉に取り組んでいる事業所にお金が入

るように考えてほしい。今のままでは人材のレベルアップが望めない。 
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全国手をつなぐ育成会連合会｢令和５年度正会員代表者･事務局長合同会議｣報告 

 会長  美和 とよみ 

ZOOM によるオンラインで５回に分かれて開催さ

れました。当会は３月１４日（木）午前の部に参加

しました。６月の総会に向けた議案書と組織作り等

についての会議です。 

各正会員の最大の課題は会員減少です。今回「団

体賛助会員制度を用いた会員増強策の展開につい

て」の説明がありました。今後理事会等を経て、よ

り良いものになるよう話し合いがされます。その後、各正

会員への説明会も開催の予定です。当会も会員減少には

歯止めがかかりません。この提案が会の活性化に繋がることを願います。 

 

２０２３年度行政説明会              副会長  吉野 明美 
 

 今年度も行政説明会は、動画配信されました。 
 

１．特別教育の動向について 

文部科学省特別支援教育局 

特別支援教育課課長  石田 善顕 氏 

 特別支援の現状は、少子化の影響で児童・生徒が減少

している一方で、特別支援を必要とする数は増加の状況の中、量的拡大にどうやって対

応していくかを課題として取り組んでいると説明がありました。 

２．障害所雇用の動向について  厚生労働省障害者雇用対策課課長補佐 細川 拓郎 氏 

  民間企業の雇用者数の実雇用率が法定雇用率を初めて上回り、障害者雇用が着実に進

展しているという説明がありました。雇用率向上だけでなく、多様なニーズに対する支

援や雇用の質の向上の推進をしていくと話されました。 

３．障害保健福祉施策の動向について 

厚生労働省障害福祉課・障害者虐待防止専門官・障害福祉専門官  松崎 貴之 氏 

 障害者総合支援法の改定があり、グループホームの支援内容、本人・家族への支援体制

の整備、就労選択支援の制度化等について説明がありました。また、報酬改定について

は、サービス提供時間ごとの基本報酬の改定、強度行動障害者の支援体制強化について

の取り組みが目立ちましたが、虐待防止措置未実施の場合減算とあり、虐待抑止につな

がることを願いました。そして、施設・介護職員処遇改善加算の見直しがあり、人材不足

解消を期待します。 

４．障害児支援の動向     こども家庭庁支援局障害児支援課課長  栗原 正明 氏   

  こども・家族への質の高い支援の確保・充実と地域全体の障害児支援の強化について

説明の後、次元の異なる少子化対策の実現に向けて、障害児支援のこれからについて説

明がありました。 
 

 今回の行政説明会では、特に障害者支援施設からの地域移行に向けた支援の強化につい

ての話でした。障害のある人が安心して一人暮らしができるよう、必要な人に必要な支援

が届いてほしいと思いました。  

 

 
「２０２３年度行政説明会・育成会フォーラム」は５月１７日までユーチューブで 
配信されます。ご希望の会員は当会ホームページよりお申し込みください。                

全国手をつなぐ育成会連合会 

会長  佐々木 桃子 氏 



                           育 成 会 か わ さ き 2024年 5月 1日発行      

 

- 5 - 

『令和６年 川崎市心身障害児者福祉大会』開催のお知らせ 
 

大会スローガン ～障害のある人もない人も共に生きる川崎の街に～ 
川崎市内の心身障害児者とその家族が安心して暮らせるように、地域福祉の向上と自立

を図ることを目的に開催されます。 
 

【日 時】            第一部 

 ２０２４年６月２２日（土）    式 典（開会、挨拶、祝辞、大会宣言、閉会） 

  １３：００～１５：００    第二部（１３時４０分～１４時４５分の予定） 
  受付開始１２：３０ ～     講演会「ソーシャルアクション～ 

【場 所】                     インクルーシブな社会のために」 

 川崎市総合自治会館 ホール    講 師 内多
う ち だ

 勝
かつ

康
やす

氏（元ＮＨＫアナウンサー） 

  川崎市中原区小杉３－６００      （社会福祉法人あおぞら共生会・ 

  TEL：０４４－７３３－１２３２      世田谷区医療的ケア相談支援センター広報） 

コスギサードアベニュー４階       

（エレベーターをご利用ください） ＊関心のある方はどなたでもご自由に参加できます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

やまゆりとの共催研修会 

「成年後見制度ってなーに？～今更聞けない準備・手続き・誰にする？～」 
                       研修事業推進委員会  齋藤 麻子 

３月５日（火）てくのかわさき（てくのホール）に於いて、や

まゆりとの共催研修会を開催しました。テーマは、「成年後見制

度ってなーに？～今更聞けない準備・手続き・誰にする？～」で、

まだ身近に感じてはいないけれど、今後検討する可能性がある内

容でした。講師は、全国手をつなぐ育成会連合会常務理事兼事務

局長 又村あおい氏です。雨模様にもかかわらず参加者は約６０

名で、講師の魅力と関心の強さを実感しました。 

研修会のはじめに、能登半島地震での障害者の避難状況について報告がありました。避

難所での窮屈な生活状況等、心が痛くなるような話もある中、ある避難所の学校で、地域

の方の提案で自閉症の方の避難場所として学校の教室を提供してもらったという、障害者

に対し配慮された嬉しい報告を聞くことができました。 

又村さんは具体的に分かりやすい実例を挙げながら話すので、成年後見人制度について、

あまり知識のない私でも分かりやすい内容でした。利用するのは、まだ先だと思っていま

したが、今から少しずつでも家族で検討し、本人と関わりのある方々ときちんと話をして

おくことの大切さを実感しました。 

研修の後半で、今後、成年後見制度の抜本的な見直しの検討が始まり、スポット利用も

可能になるという情報もありました。私たちができることは、新しく整備されていく成年

後見制度の進行状況を注視しながら、必要な時には声を上げていくことだと感じました。 

 

神奈川県手をつなぐ育成会「子育て応援ブック」の紹介 

「大丈夫！知的障害児も成長するから！」 
神奈川県手をつなぐ育成会から、障害児の子育て真っ最中の方た

ちを応援しようと小冊子を発行されました。ホームページから PDF版

を無料でダウンロードできます。是非ご覧ください。 
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研修事業推進委員会 

行政関係者との研修会 「障害を持つ子どもの６５歳問題と親の高齢」 
  ２月１５日（木）てくのかわさき（てくのホール）に於いて、

行政関係者との研修会を行いました。一般参加の方も含め、総勢

３９名でした。 

 講師として川崎市健康福祉課地域包括ケア推進室障害者支援担

当の敷野めぐみ氏とすえなが地域包括支援センター長の佐藤麻里

子氏をお招きして講演をしていただきました。              
  

まずは、敷野氏より障害福祉サービスと介護保険サービスの違いについて説明がありまし

た。その中で、６５歳を迎える年に制度として介護保険サービスが優先されます。しかし、

障害の特性により介護保険にない障害者独自施策のサービスを利用できます。役所からの

お知らせがきたら介護保険の認定を受け、障害福祉サービスの利用の手続きをすることで

「同じ施設にいたほうが良いですね」となった場合など、個別の状況に応じて障害福祉サ

ービスを利用できることを聞き一安心しました。 
 

佐藤氏からは、サービスにつながるまでを、ある家族の実例で

お話しをしていただきました。子どもと共に親も年齢を重ねてき

て、自分自身のこと、子どものことの心配が出てきたとき、地域

包括支援センターが子どもの通所施設と連携して支援につなげて

いくので、「困りごとを我慢せず相談してください」と、とても

心強い言葉をいただきました。そして、たくさんの質疑応答があ

り充実した時間になりました。 

 当会では、これからも明日へつながる研修会を行っていきたいと思います。 

 
 「障害者団体部会リーダー研修会」           会計  三浦 ひろみ 
 ２月２７日（火）川崎市総合福祉センター６階研修室に於いて、

令和５年度障害者団体部会リーダー研修会が開催されました。今

回のテーマは「成年後見制度と終活について」です。あんしんセン

ター職員３名から話を聞きました。 

支援学校を卒業して早１０年、親も還暦を超える年齢を迎えて、

親なき後や自身が高齢者となり認知症への不安などを身近に感じ

るようになり、今回は深く内容を学ぶ機会になりました。成年後見制度の概要から資料も

使い丁寧に説明してくださり、法定後見と任意後見があること、後見人にできることでき

ないこと、誰が後見人になれるのかなど、利用するご本人の判断能力によって選べる選択

肢や内容もずいぶん違ってきます。また、成年後見制度が必要な時について具体的なケー

スを用いて説明したり、後見人の申立手続きの流れなどを教えてくださいました。 

研修会を終えて、現状の成年後見制度の問題点も見えてきましたが、見直しを含めた新

しい情報を常にアップデートしていく必要があると感じました。また、親が急に亡くなる

場合や判断能力が不十分になった時に備えて、家族で思いを共有することも大切だと思い

ました。 
 

「第５０回 かわしんふれあい市場」開催のお知らせ 
  

【日 時】令和６年５月１７日（金）   １０：００～１５：００ 

【場 所】川崎信用金庫本店１階ロビー 

敷野 めぐみ 氏 

佐藤 麻里子 氏 



                           育 成 会 か わ さ き 2024年 5月 1日発行      

 

-7- 

かわさきキャラバン隊(知的障害疑似体験)講演 
☆１月３０日（火）３、４時間目、小田小学校４年生３クラスと

キャラバン隊メンバーを繋げて、オンラインで行いました。 

 オンラインは子どもたちにとって違和感はなく、画面を通して

活発なやりとりができました。子どもたちの意見や感想は、本当

に素直でこちらも笑ってしまう答えもあり、大人向けの講演とは

違う楽しさがありました。 

終わったあと、子どもたちから『普通って人それぞれなんだね。』という声が聞こえてき

たのでよかったです」と先生から報告がありました。 
 

☆２月７日（水）宮前市民館２階にて開催された、宮前区役所地域

みまもり支援センター主催地域包括ケアシステム推進イベントに

参加しました。 

 ２階ロビーで、会の紹介と「親の話」を２つ、知的障害疑似体験

コーナーで３つの疑似体験を行いました。 
 

☆２月１４日（水）菅地区社会福祉協議会主催の「知的障害疑似体

験講演」を菅会館で行いました。菅町会は日本一大きい町会と知

られています。予定人数を上回る４３名の方が参加がありました。 
 

☆２月２７日（火）多摩区役所会議室にて、多摩区登戸地区民生委

員児童委員協議会定例会で、３０人の委員の皆様を前に行いまし

た。 
 

☆３月８日（金）稲城市福祉センターにて、稲城市社会福祉協議会

主催の福祉教育講座「知的障害ってなんだろう？」で、講演を行い

ました。参加者は２６名でした。 
 

参加された方々は、感心したり、首をひねったりと、毎回熱心に

取り組んでくれました。体験したことで、実感したり気づきもあっ

たようで、共感していただけたように感じました。 

これからも、知的疑似体験を通して、知的障害のある人の気持ち

を理解してもらえるように活動を続けていきます。 
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支部通信  
 

川崎支部日帰りバス旅行              川崎支部  加藤 敦子                           

１月２７日（土）支部日帰りバス旅行を実施しました。目的地は

『館山いちご狩りセンター』。３１名の参加でした。 

 川崎市役所前を出発し、海ほたるを経由して一路館山へ。セン

ターのハウス内は、車椅子利用者でもいちご狩りができるよう高

設栽培になっていました。数種類のいちごは新鮮で甘く美味しか

ったです。その後、『JAグリーン館山』で新鮮な野菜等の買い物を楽しみました。 

 次に、浜金谷の『ザフィッシュ』で昼食。館内のお土産コーナーで地元の海産物や名産

品などの買い物をして、海ほたる経由で川崎に戻りました。 

皆が満面の笑顔でおしゃべりをしながら過ごす時間はとても楽しく、幸せを感じます。

「今回も楽しかった」「また行きたい」という声をたくさんいただき、企画して良かったと

心から思えるバス旅行になりました。 

 
高津支部新年懇親会                 高津支部  森 由里 

１月３１日（水）福祉パルたかつの研修室にて、支部新年懇親

会を行いました。来賓として高津区社会福祉協議会地域課下平課

長、当会の三役、ともかわさき分室藤巻分室長にご出席いただき

ました。皆さんからの近況報告では、障害についての悩みやコロ

ナ流行や親子が歳を重ねてきたことによる環境の変化や健康の

問題など様々なお話がありました。短かい時間でしたが、日頃の集まって話し合えること

の大切さを感じたひとときでした。 

高津区身体障害者協会と共催研修会        高津支部  三浦 ルイ子 

２月２８日（水）てくのかわさきてくのホールにて、「障害って

どこにあるの？こころと社会のバリアフリーについて」の研修会

を行い１００名近い出席がありました。 

 まず、国土交通省総合政策局バリアフリー政策課課長の久島勇

一氏より、「こころと社会のバリアフリーハンドブック」について

説明をしていただいた後、当事者から「障害・それぞれが体験しい

てるバリア」について、当会からは森由里さんが、２人の知的障害のある子を育てる中で

の出来事について発表しました。２時間を超える研修会になりましたが、皆さん話に耳を

傾けてくださり、アンケートにも感想やご意見を寄せてくださいました。 

多摩支部懇親会               多摩支部支部長  神田 明子 
 ２月２９日（木）多摩支部懇親会を多摩川沿いの日本料理「柏屋］

で行いました。参加者は三役と、ともかわさき分室藤巻分室長を含

め１２名でした。コロナ禍で会食を中止していたこともあり、いつ

もより豪華にと計画いたしました。 

 久しぶりに皆さんにお会いすることができ、近況などを語り合う

ことができました。おしゃべりが弾み、あっという間にお開きの時

間になってしまいました。子どものこれからの生活についてはもちろんですが、親の高齢

や病気など心配事は尽きません。これからも情報交換しながらおしゃべりを楽しむ機会を

作っていこうと思います。 

 美味しいお料理と楽しいおしゃべりで、たいへん贅沢な時間になりました。 
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私たちの広場「料理教室」 
２月１１日（日）てくのかわさき調理実習室で料理教室を行いまし

た。今回のメニューは“あんかけ焼きそば”“餃子”です。デザートは

先生が牛乳ゼリーを作ってきてくれました。始めに駅の改札に集合

し、近くのスーパーへ買い出しに行きました。 購入リストを見なが

ら、女性陣は野菜と肉類、男性陣は調味料類と自然に別れて買物をし

た後、てくのかわさきに移動しました。 

調理する班分けも男女別に分かれてしまいました。内心「大丈夫か

な…。」と思いましたが、杞憂でした。野菜を切ったり、オーブン担

当になったり、食器を出して来たり、それぞれが自ら動いていました。

キャベツのみじん切りは難しかった様子で、大きめ野菜の餃子の種が

出来上がり、一人５枚程度をノルマとして餃子を包みましたが、種が余ったので別に炒め

てもう一品仕上げていました。どれも美味しかったです。 

今回は材料もほぼ使い切り、買物から調理、後片付けは来た時より美しく！完璧でした。 

（事務局） 

 

すったもんだの毎日 
キッズ携帯。息子の生活には欠かせないアイテムです。小学校へ１人で登校できるよ

うになり持たせ始めましたが、おかげで行動範囲がとても広がりました。今では電車と

バスを乗り継いで作業所へ通所しています。 

 心配も困りごとも確かに増えました。乗り物好きの息子、GPS で居場所を確認すると、

通所途中にいろいろな路線のバスを楽しみ、またそれを注意されるとわかっていて私か

らの着信を拒否．．．。 

つい先日は駅員さんから電話があり、話を聞くと携帯電話を落と

してしまったと駅員室に泣きながら来たとのこと。 

電話を受けた時は驚きましたが、困った時に助けを求められたこ

とには成長したなと感じた出来事でした。どうしてもできないこと

に目が向きがちですが、気が付けば困った時に自分で電話をかけた

り代わりにかけてもらったり。ちょっとしたメールも送信できるよ

うになりました。 

 見守る方はなかなか大変です。でも彼にとってはとても良い経験

に、そして成長にもつながっているようです。    （Ｍ・Ｋ） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

2023 年度は 9,900 名余のご加入ありがとうございました。毎月 1 日付で加入できます。2024 年度もご加入

よろしくお願いいたします。 
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川崎市関係主要職員の紹介（令和６年４月１日現在） 

【健康福祉局】 

健康福祉局長 石渡 一城 

障害保健福祉部長 谷   浩昭 

障害計画課長 平井 恭順 

障害者施設指導課長 山口 晴生 

障害福祉課長 泉  基広 

精神保健課長 大町 法久 

障害者社会参加・就労支援課長 池田 幸 

総合リハビリテーション推進センター所長 竹島 正 

総合リハビリテーション推進センター副所長 小林 宏高 

総合リハビリテーション推進センター担当部長 中山 浩 

総合リハビリテーション推進センター総務・判定課長 廣岡 真生 

総合リハビリテーション推進センター企画・連携推進課長 塚田 和広 

総合リハビリテーション推進センターこころの健康課長 植木 美津枝 

南部地域支援室長 倉本 哲義 

中部地域支援室長 佐藤 泰雅 

北部地域支援室長 櫻井 直子 
    

令和５年度特別支援学校等卒業生の進路状況 

１．卒業の状況 
 

 

２．近年の特別支援学校等卒業生進路状況 

 令和３年度 令和４年度 令和５年度 

日

中

活

動 

就労移行 １６ １８ １６ 5.2％ 

就労継続 ３５ ３９ ３７ 12.1％ 

生活介護 ６１ ８３ ７０ 22.8％ 

自立訓練 １５ ２１ １８ 5.9％ 

地域活動支援センター ４ ３ ２ 0.7％ 

計 １３１ １６４ １４３ 46.7％ 

入所 １ ０ ４ 1.3％ 

就職 ６９ ３３ ４３ 14.1％ 

職業訓練機関 ６ ４ ３ 1.0％ 

進学 ２９ ６ ２１ 6.9％ 

その他 ６０ １１２ ９２ 30.0％ 

合計 ２９６ ３１９ ３０６ 100.0％ 

 

学校名 卒業生数 

市立中央支援学校 ６０ 

市立田島支援学校 ５０ 

市立聾（ろう）学校 １ 

県立鶴見支援学校 １ 

県立中原支援学校 ２９ 

県立高津支援学校 ２０ 

県立麻生支援学校 ２８ 

市外特別支援学校 ３ 

その他の学校 １１４ 

合計 ３０６ 
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川崎市育成会手をむすぶ親の会活動報告 

《令和６年１月１７日～令和６年４月１６日まで》 

 

 
 

 
＜各種会議、行事＞ 

  １月２３日（火） 第９回運営委員会 オンライン 

２４日（水） 第３回研修事業推進委員会 オンライン 

    ２９日（月） 第５回余暇活動委員会 地域福祉施設「ちどり」 

    ３１日（水） 高津支部新年懇親会 福祉パルたかつ研修室 

  ２月 ８日（木） 三役会議 オンライン 

    １５日（木） 行政関係者との研修会 てくのかわさきてくのホール 

    ２１日（水） 第１０回運営委員会 地域福祉施設「ちどり」 

    ２８日（水） 高津支部研修会 てくのかわさきてくのホール 

    ２９日（木） 多摩支部懇親会 柏屋（登戸） 

  ３月 ２日（土） 春のレクリエーション マザー牧場（千葉県） 

     ５日（火） やまゆりとの共催研修会 てくのかわさきてくのホール 

     ５日（火） 三役会議 地域福祉施設「ちどり」 

    １１日（月）     第５回権利擁護委員会 オンライン 

    １２日（火） 第４回広報委員会 地域福祉施設「ちどり」 

    ２５日（月） 川崎市施策要望回答 川崎市役所本庁 

    ２６日（火） 第１１回運営委員会 地域福祉施設「ちどり」 

  ４月 ２日（火） 三役会議 地域福祉施設「ちどり」 

     ９日（火） 令和６年度第１回余暇活動委員会 地域福祉施設「ちどり」 

    １６日（火） 令和６年度第１回運営委員会 地域福祉施設「ちどり」 

＜対外行事＞   

  １月１７日（水） 川崎市福祉有償運送運営協議会 川崎市役所本庁舎 

    １８日（木） あんしんセンター業務監督審議会 川崎市総合福祉センター 

    １８日（木） 障害者支援区分認定審査会 オンライン 

    １９日（金） NPO法人かわさき障がい者権利擁護センター運営委員会 オンライン 

    ２４日（水） 二十歳を祝う会実行委員会 地域福祉施設「とぢり」 

    ３０日（火） 川崎市立小田小学校（キャラバン隊講演） オンライン 

    ３１日（水） まちづくり連絡調整会議 川崎市役所本庁舎 

２月 ６日（火） 障害者団体部会 川崎市総合福祉センター 

   ７日（水） 宮前区役所イベント（キャラバン隊講演） 宮前市民館 

  １４日（水） 菅地区社協研修会（キャラバン隊講演） 菅会館集会場 

    １５日（木） 川崎市障害者施策審議会 オンライン 

    １５日（木） 障害者支援区分認定審査会 オンライン 

    １９日（月） やまゆり事業推進委員会 県社会福祉センター 

    １９日（月） NPO法人かわさき障がい者権利擁護センター運営委員会 オンライン 

    ２１日（水） 三団体会議 地域福祉施設「ちどり」 

    ２７日（火） 障害者団体部会リーダー研修会 川崎市総合福祉センター 

    ２７日（火） 登戸地区民生委員児童委員研修会（キャラバン隊講演） 多摩区役所 

２９日（木） 障害者作品展実行委員会 川崎市教育文化会館 

  ３月 １日（金） 障害者団体部会 川崎市総合福祉センター 

     ６日（水） 関東甲信越ブロック代表者会議 オンライン 

     ７日（木） 川崎市地域自立支援協議会 川崎市役所本庁舎 

     ８日（金） 稲城市社協主催福祉講座（キャラバン隊講演） 稲城市社協 

     ８日（金） 川崎市立中央支援学校高等部卒業式 川崎市立中央支援学校 

     ８日（金） 川崎市立田島支援学校高等部卒業式 川崎市立田島支援学校 

    １４日（木） 全育連代表者・事務局長会議 オンライン 

    １４日（木） あんしんセンター業務監督審議会 川崎市総合福祉センター 

    １８日（月）     NPO法人かわさき障がい者権利擁護センター運営委員会 オンライン 

    ２１日（木） 育桜福祉会評議員会 育桜本部 

    ２１日（木） 障害者支援区分認定審査会 オンライン 

    ２５日（月） 川崎市社会福祉協議会評議員会 てくのかわさき 

    ２７日（水） 川崎市社会福祉事業団評議員会 事業団事務所 

    ２８日（木） やまゆり知的障害児者サポート協会理事会 県社会福祉センター 

 ４月 ５日（金） 川崎市立中央支援学校入学式 川崎市立中央支援学校 

     ５日（金） 川崎市立田島支援学校入学式 川崎市立田島支援学校 

    １５日（月） NPO法人かわさき障がい者権利擁護センター運営委員会 オンライン 
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        余暇活動委員長  安達 ゆかり 

３月２日（土）千葉県「マザー牧場」に行きました。参加人数は６２名でした。菜の花畑

では、春を感じました。時折雪が舞う寒さの中、皆さんは思い思いに「シープショー」や

「マザーファームツアー」を楽しみました。牧場での体験をした後、レストラン「FARM DINER」

に集まり、美和会長の挨拶のあと、昼食の「にぎわい膳」を食べました。その後、「四季の

蔵」で特産物などお土産のお買い物をして、予定より早く帰着できました。 

 

 
 

 

 
 

 

編集後記 

昨年５月に新型コロナウイルス感染症が５類に移行してから１年が経ちました。コロナ禍では活

動の中止や縮小で、広報紙を発行できない時もありましたが、以前と同じように活動できる日々が

戻ってきました。今回も広報紙２１２号を発行できることを嬉しく思うとともに、コロナ禍での経

験と普通の生活の大切さを忘れずにいたいと思います。             （小澤 千枝） 
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海水訓練のお知らせ 

日 時 令和６年７月１７日（水）場 所 千葉県ホテル三日月シーパーク勝浦 

                      《スパードーム アクアパレス》 

※チラシをご参照のうえ、各支部余暇活動委員・支部長へお申込みください。 

http://web-k2.jp/ikusekai-kawasaki

